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１ 調査の概要 

（１）調査の目的 

   県民の生活に深い関わりを持つ県政の各分野について、県民の関心や意向、要望等を調

査し、今後の県政施策推進の基礎資料とする。 

 

（２）調査の項目 

① 心の豊かさと生活意識 

② 広報活動 

③ 自動車運転代行業 

④ 防犯活動 

⑤ 資源循環型社会づくり 

⑥ 河川情報 

⑦ 児童厚生施設 

⑧ 三河山間地域との交流 

 

 （３）調査の設計 

① 調査地域 愛知県の全域 

② 調査対象 県内居住の 20 歳以上の男女 

③ 標本数  3，000 人 

④ 抽出方法 層化二段無作為抽出法 

⑤ 調査方法 郵送法 

⑥ 調査期間 平成 22 年 7 月 2 日～7月 16 日 

 

 （４）調査委託先 

    セクト 株式会社 

 

 （５）回収結果 

   ① 標本数  3，000 人 

   ② 回収数  1，788 人（59.6%） 
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２ 調査対象者の属性 

 

【性別】 

総数 男性 女性 無回答 

1,788 人 1,102 人 676 人 10 人

100.0％ 61.6％ 37.8％ 0.6％

 

【年齢】 

20～29 歳 30～39 歳 40～49 歳 50～59 歳 60～64 歳 65 歳以上 無回答 
85 人 236 人 417 人 484 人 342 人 213 人 11 人 
4.8％ 13.2％ 23.3％ 27.1％ 19.1％ 11.9％ 0.6％ 

 

【居住地域】 

名古屋地域 尾張地域 西三河地域 東三河地域 無回答 

511 人 673 人 391 人 195 人 18 人 
28.6％ 37.6％ 21.9％ 10.9％ 1.0％ 

 

 

【職業】 

農林漁業 12 人 0.7％ 
商工サービス業 126 人 7.0％ 

自営業 

253 人 

14.1％ 自由業 115 人 6.4％ 
管理職 225 人 12.6％ 
専門技術職 304 人 17.0％ 
事務職 216 人 12.1％ 

勤め人 

1035 人 

57.9％ 
労務職 290 人 16.2％ 
家事専業 275 人 15.4％ 
学生 9 人 0.5％ 

無職 

477 人 

26.7％ その他 193 人 10.8％ 
無回答 23 人 1.3％ 
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３ サンプルデザイン 

 

（１）母集団  愛知県内に居住する 20 歳以上の男女 

（２）標本数  3,000 

 （３）地点数  150 

 （４）抽出方法 層化二段無作為抽出法 

  

ア 層化 

   愛知県内の市町村を、市（名古屋市は区）及び郡を単位として、16 の調査地区にグルー

プ化した（調査地区区分図のとおり）。さらに、各調査地区を名古屋市、その他の市と郡

部（町村）の 3つに分類し、それぞれを層とした。 

 

イ 標本数の配分 

   各層に、その推定母集団数（平成 21 年 10 月 1 日現在の人口）の大きさにより、3,000

の標本数を比例配分した。 

 

ウ 抽出の方法 

（ア） 第 1 次抽出単位となる調査地点として、平成 17 年国勢調査時に設定された調査区を

使用した。 

 

（イ） 各層における調査地点については、1 次調査地点の標本数が 20 となるように算出し、

各層内での調査地点が 1 地点の場合は単純無作為抽出法により抽出、2 地点以上となる

場合は、「層における調査地区数の合計」÷「層で抽出された調査地点数」＝「抽出間

隔」を算出し、等間隔抽出法により抽出した。 

 

（ウ） 各調査地点における対象者の抽出は、選挙人名簿により等間隔抽出法で抽出した。 

 

 

 

 



 

調査地区区分図 
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地域
地区
番号

1 名 古 屋 市 東 部 地 区 　　（千種区・東区・守山区・名東区）

2 名 古 屋 市 南 東 部 地 区 　　（昭和区・瑞穂区・緑区・天白区）

3 名 古 屋 市 北 西 部 地 区 　　（北区・西区・中村区・中区）

4 名 古 屋 市 南 西 部 地 区 　　（熱田区・中川区・港区・南区）

5 海 部 津 島 地 区 　　（津島市・愛西市・弥富市・海部郡）

6 一 宮 地 区 　　（一宮市・稲沢市）

7 犬 山 江 南 地 区 　　（犬山市・江南市・岩倉市・丹羽郡）

8 春 日 井 小 牧 地 区 　　（春日井市・小牧市・清須市・北名古屋市・西春日井郡）

9 尾 張 東 部 地 区 　　（瀬戸市・尾張旭市・豊明市・日進市・愛知郡）

10 知 多 地 区 　　（半田市・常滑市・東海市・大府市・知多市・知多郡）

11 豊 田 加 茂 地 区 　　（豊田市・みよし市）

12 岡 崎 額 田 地 区 　　（岡崎市・額田郡）

13 衣 浦 東 部 幡 豆 地 区 　　（碧南市・刈谷市・安城市・西尾市・知立市・高浜市・幡豆郡）

14 東 三 河 山 間 地 区 　　（新城市・北設楽郡）

15 蒲 郡 豊 川 地 区 　　（豊川市・蒲郡市）

16 豊 橋 地 区 　　（豊橋市・田原市）

地区名称　（市　（区） 、 郡）

名
古
屋
地
域

尾
張
地
域

西
三
河
地
域

東
三
河
地
域

 



 

調査地区別標本・調査地点数一覧 
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名古屋市 その他の市 郡部（町村） 計
457,913 457,913

220 220
11 11

487,412 487,412
240 240
12 12

444,124 444,124
220 220
11 11

475,439 475,439
240 240
12 12

139,652 125,966 265,618
80 60 140
4 3

413,150 413,150
200 200
10 10

180,805 44,276 225,081
100 20 120
5 1

480,347 11,569 491,916
260 0 260
13 0 13

293,563 72,418 365,981
140 40 180
7 2

359,071 131,335 490,406
180 60 240
9 3

338,256 45,423 383,679
180 20 200
9 1

296,693 29,799 326,492
140 20 160
7 1

486,417 47,413 533,830
240 20 260
12 1 13

41,377 9,717 51,094
20 0 20
1 0

194,977 17,717 212,694
100 20 120
5 1

354,694 354,694
180 180
9 9

1,864,888 3,579,002 535,633 5,979,523
920 1,820 260 3,000
46 91 13 150

上段：推定母集団
中段：標本数
下段：調査地点数

計

東三河山間地区

蒲郡豊川地区

豊橋地区

東
三
河
地
域

豊田加茂地区

岡崎額田地区

衣浦東部幡豆地区

西
三
河
地
域

春日井小牧地区

尾張東部地区

知多地区

尾
張
地
域

海部津島地区

名
古
屋
地
域

一宮地区

犬山江南地区

名古屋市東部地区

名古屋市南東部地区

名古屋市北西部地区

名古屋市南西部地区



 

調査地点一覧 
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名古屋市 千種区 今池4丁目 20 津島市 橘町 20

〃 〃 光が丘1丁目 20 愛西市 大野町 20

〃 〃 振甫町1丁目 20 〃 諏訪町 20

〃 東区 東桜2丁目 20 弥富市 前ヶ須町午新田 20

〃 守山区 小幡5丁目 20 あま市 本郷（旧海部郡） 20

〃 〃 喜多山南 20 海部郡 大治町三本木 20

〃 〃 川北町 20 〃 蟹江町蟹江本町 20

〃 〃 小幡千代田 20 一宮市 大赤見 20

〃 名東区 上社1丁目 20 〃 今伊勢町馬寄 20

〃 〃 引山1丁目 20 〃 奥町 20

〃 〃 一社1丁目 20 〃 明地 20

〃 昭和区 長戸町4丁目 20 〃 向山町1丁目 20

〃 〃 川名本町3丁目 20 〃 木曽川町黒田 20

〃 瑞穂区 白砂町2丁目 20 〃 平和1丁目 20

〃 〃 萩山町2丁目 20 稲沢市 矢合町 20

〃 緑区 青山2丁目 20 〃 高御堂10丁目 20

〃 〃 鳴海町字薬師山 20 〃 平和町明和 20

〃 〃 姥子山3丁目 20 犬山市 五郎丸 20

〃 〃 神沢3丁目 20 〃 長者町1丁目 20

〃 〃 大清水2丁目 20 江南市 尾崎町桐野 20

〃 天白区 大根町 20 〃 宮田町 20

〃 〃 植田3丁目 20 岩倉市 川井町 20

〃 〃 塩釜口2丁目 20 丹羽郡 扶桑町高雄 20

名古屋市 北区 米が瀬町 20 春日井市 八田町8丁目 20

〃 〃 杉村1丁目 20 〃 関田町1丁目 20

〃 〃 如意1丁目 20 〃 東野町10丁目 20

〃 西区 押切1丁目 20 〃 牛山町 20

〃 〃 枇杷島5丁目 20 〃 勝川町2丁目 20

〃 〃 上小田井1丁目 20 〃 藤山台4丁目 20

〃 中村区 太閤1丁目 20 小牧市 常普請1丁目 20

〃 〃 沖田町 20 〃 新町1丁目 20

〃 〃 井深町 20 〃 中央1丁目 20

〃 中区 栄1丁目 20 清須市 新清洲5丁目 20

〃 〃 大須1丁目 20 〃 西枇杷島町上新 20

〃 熱田区 千年2丁目 20 北名古屋市 高田寺東の川 20

〃 中川区 野田1丁目 20 〃 沖村六反 20

〃 〃 露橋1丁目 20 瀬戸市 孫田町 20

〃 〃 丸米町2丁目 20 〃 白山町1丁目 20

〃 〃 一色新町2丁目 20 尾張旭市 東山町2丁目 20

〃 〃 川前町 20 〃 瀬戸川町1丁目 20

〃 港区 小碓1丁目 20 豊明市 新栄町2丁目 20

〃 〃 多加良浦町4丁目 20 日進市 藤枝町 20

〃 〃 錦町 20 〃 香久山3丁目 20

〃 南区 砂口町 20 愛知郡 東郷町北山台 20

〃 〃 豊1丁目 20 〃 長久手町作田1丁目 20

〃 〃 白水町 20 半田市 大和町1丁目 20

〃 乙川新町1丁目 20

常滑市 小倉町1丁目 20

東海市 荒尾町 20

〃 富木島町 20

大府市 中央町1丁目 20

〃 大東町1丁目 20

知多市 八幡 20

〃 南粕谷2丁目 20

知多郡 東浦町藤江 20

〃 美浜町奥田 20

〃 武豊町冨貴 20

対
象
数

海
部
津
島
地
区

一
宮
地
区

尾
張
地
域

春
日
井
小
牧
地
区

尾
張
東
部
地
区

知
多
地
区

地点名地点名
対
象
数

名
古
屋
市
南
東
部
地
区 犬

山
江
南
地
区

名
古
屋
市
北
西
部
地
区

名
古
屋
市
南
西
部
地
区

名
古
屋
地
域

名
古
屋
市
東
部
地
区



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊田市 河合町1丁目 20 新城市 富岡 20

〃 柿本町1丁目 20

〃 京町1丁目 20

〃 豊栄町2丁目 20

〃 竜神町 20

〃 高岡本町 20

〃 平戸橋町 20 豊川市 住吉町 20

〃 高町 20 〃 諏訪4丁目 20

〃 深見町 20 〃 平尾町 20

みよし市 三好丘桜4丁目（旧西加茂郡） 20 〃 小坂井町(旧宝飯郡） 20

岡崎市 六供町 20 蒲郡市 本町 20

〃 真宮町 20 〃 豊岡町 20

〃 竜美新町 20 豊橋市 東新町 20

〃 大幡町 20 〃 牛川町 20

〃 赤渋町 20 〃 仲ノ町 20

〃 中島町 20 〃 北山町 20

〃 松橋町 20 〃 草間町 20

額田郡 幸田町深溝 20 〃 西浜町 20

碧南市 東山町5丁目 20 〃 大岩町 20

刈谷市 高津波町7丁目 20 〃 野依台1丁目 20

〃 高倉町 20 田原市 田原町 20

〃 泉田町 20

安城市 南町 20

〃 東栄町1丁目 20

〃 浜富町 20

〃 桜井町 20

西尾市 伊文町 20

〃 山下町 20

知立市 桜木町 20

高浜市 神明町6丁目 20

幡豆郡 一色町一色 20

東
三
河
山
間
地
区

蒲
郡
豊
川
地
区

豊
橋
地
区

東
三
河
地
区

豊
田
加
茂
地
区

岡
崎
額
田
地
区

衣
浦
東
部
幡
豆
地
区

西
三
河
地
区

地点名
対
象
数

地点名
対
象
数
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４ この報告書のみかた 

 

・ 回答率（％）は、小数第２位を四捨五入したため、合計が 100％にならない場合がある。

また、小計についても同様に異なる場合がある。 

・ 1 人の対象者に複数の回答を認めたものについては、その項目を選んだ人が回答者全体に

占める割合を表しており、通常その比率の合計は 100％を超える。 

・ 調査結果については統計上多少の誤差（標本誤差）が生じることがあり、調査結果をみる

場合には、次のような一定の幅をもたせてみる必要がある。 

・ 標本誤差は、次の式で算出される。 

 

 

 

                                Ｐ：回答率（％） Ｐ（

                                Ｎ：回答者数（人） 

100－Ｐ）
Ｎ

2×標本誤差　＝±2

 

 

  【標本誤差早見表（主なもの）】 

 
Ｎ：

回答者数

（人）

1,788 1.5 2.0 2.4 2.7 2.9 3.1 3.2 3.3 3.3 3.3

男性 1,102 1.9 2.6 3.0 3.4 3.7 3.9 4.1 4.2 4.2 4.3

女性 676 2.4 3.3 3.9 4.4 4.7 5.0 5.2 5.3 5.4 5.4

20～29歳 85 6.7 9.2 11.0 12.3 13.3 14.1 14.6 15.0 15.3 15.3

30～39歳 236 4.0 5.5 6.6 7.4 8.0 8.4 8.8 9.0 9.2 9.2

40～49歳 417 3.0 4.2 4.9 5.5 6.0 6.3 6.6 6.8 6.9 6.9

50～59歳 484 2.8 3.9 4.6 5.1 5.6 5.9 6.1 6.3 6.4 6.4

60～64歳 342 3.3 4.6 5.5 6.1 6.6 7.0 7.3 7.5 7.6 7.6

65歳以上 213 4.2 5.8 6.9 7.8 8.4 8.9 9.2 9.5 9.6 9.7

名古屋地域 511 2.7 3.8 4.5 5.0 5.4 5.7 6.0 6.1 6.2 6.3

尾張地域 673 2.4 3.3 3.9 4.4 4.7 5.0 5.2 5.3 5.4 5.5

西三河地域 391 3.1 4.3 5.1 5.7 6.2 6.6 6.8 7.0 7.1 7.2

東三河地域 195 4.4 6.1 7.2 8.1 8.8 9.3 9.7 9.9 10.1 10.1

自営業 253 3.9 5.3 6.3 7.1 7.7 8.1 8.5 8.7 8.8 8.9

勤め人 1,035 1.9 2.6 3.1 3.5 3.8 4.0 4.2 4.3 4.4 4.4

無職 477 2.8 3.9 4.6 5.2 5.6 5.9 6.2 6.3 6.4 6.5

Ｐ：回答率（％）

5又は
95

10又は
90

15又は
85

20又は
80

25又は
75

30又は
70

35又は
65

40又は
60

45又は
55

地
 
域
 
別

職
 
業
 
別

50

総数

性
 
別

年
 
齢
 
別
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